
１２�

NPO「2050」とともに、フィリピンで「エ

リ蚕（さん）」という野蚕による養蚕技

術の普及を支援しています。エリ蚕は、

従来は廃棄していたキャッサバなどの

葉を餌にできるため、これを利用して

持続可能な循環型農業を実現すること

が可能になります。�

2002年度は、パラワン島の7つの町

村の女性に、エリ蚕の飼育方法、糸つむ

ぎ、編物、織物などの講習会を開いて、

技術者の拡大を図りました。エコカード

基金は、現地での技術

指導員を確保するた

め の 資金として利用

されたほか、つむぎ車や繭（まゆ）精錬

用の機材の購入にあてられました。現

在は、マフラーなど少量のエリ蚕商品

が生産されていますが、今後は生産量

の拡大を図っていきます。私たちは、こ

うした活動を通して、循環型農業の実

現と、農村貧困女性の収入確保および

地位向上を支援していきます。�

フィリピンの農村部で、�
循環型農業の展開を支援しています。�
プロジェクトパートナー／NPO法人 2050�
助成金額／500,000円�

１１�

富士山の美化支援をはじめ、�
国内の自然保護に対する啓発を行います。�
プロジェクトパートナー／NPO法人 セブンサミッツ持続性社会機構�
助成金額／5,000 ,000円�

「富士山」は、ごみがあまりに多いため、

世界遺産に登録されませんでした。また、

世界遺産に登録されている「屋久島の杉」

「白神山地のブナ」などの原生林でも、

自然破壊が深刻化しています。�

2002年度は、アルピニストの野口健

さん（NPO「セブンサミッツ持続性社

会機構」）とともに、富士山の環境保全

のために、杉チップ式エコトイレを2基

寄付しました。また、富士山1合目の紅葉、

および5合目の佐藤小屋への設置作業

には、野口健さんが支援

しているNPO「富士山クラブ」も加わ

りました。�

2003年度は、富士山と白神山地で、

野口健さんの「夏休み自

然学校 」を開催し、国内

希少自然保護の重要性を

啓発します。また、白神山

地のブナ原生林の保全の

一助として、エコトイレの

寄贈も行う予定です。�

支援活動⑤国内希少自然保全プロジェクト�

富士山に設置されたエコト
イレ。年間数十万人といわ
れる観光客・登山家などの
排泄物をこのエコトイレで
処理することにより、自然に
放置されることもなくなり、
富士山の恵みである地下水
の保全にも役立つと
考えられます。�

支援活動④循環型農業支援プロジェクト（旧 エリ蚕養蚕プロジェクト）�
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